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2－1－3  バス 



シリアルバスとパラレルバス 

• バス 

– コンピュータ内部でデータでやり取りする伝送路 

• シリアルバス 

– 1ビットずつ順番にデータを転送するバス 

• パラレルバス 

–データの複数ビットをひとかたまりにして複数本
の伝送路で送るバス 

• USBなどのシリアルバスが主流 



代表的なバス(1) 

• USB(シリアルバス) 

– USB1.1 フルスピードモードの12Mビット／秒 

– USB2.0 ハイスピードモードの480Mビット／秒 

– USB3.0 スーパースピードモードの5Gビット／秒 

 

• IEEE 1394(シリアルバス) 

– FireWireを標準化したもの 

–数珠つなぎに接続するデイジーチェーン方式 



代表的なバス(2) 

• ATA(パラレルバス) 

– コンピュータとハードディスク間の規格 

 

• シリアルATA(シリアルバス) 

–ハードディスクやSSD，光学ドライブを接続する規格 

 

• Bluetooth 

–近距離無線通信規格の一つ．2.4GHｚ帯を利用． 



 



 



2－1－4 入力デバイス 



入出力制御の方式 

• DMA（Direct Memory Access）制御方式 
–  DMAコントローラを用いて，メモリと入出力装置
間やメモリとメモリ間のデータ転送を，CPUを通さ
ずに行う 

– CPUの指示で処理を行う 

 

• チャネル制御方式 
–  チャネル装置を用いてCPUを通さずにデータ転送
を行う 

–チャネル装置が独自に動作する 



 



 



2－1－5 入出力装置 



入力装置と出力装置 

• 入力装置 

–キーボード，マウス，タッチスクリーン 

–スキャナ，バーコード読取り装置，ICカード読取り
装置 

 

• 出力装置 

–ディスプレイ，プリンタ，プロジェクタ 



ディスプレイの種類(1) 

• CRT(Cathode Ray Tube)ディスプレイ 

–ブラウン管を利用したディスプレイ 

 

• STN(Super-Twisted Nematic)液晶ディスプレイ 

–単純マトリクス方式を採用したディスプレイ 

 

• TFT(Thin Film Transistor)液晶ディスプレイ 

–薄型トランジスタを用い，アクティブマトリクス方式
を採用したディスプレイ 



ディスプレイの種類(2) 

• 有機EL(Electro-Luminescence)ディスプレイ 

–有機発光素子を利用したもの 

–低い電力で高い輝度を得ることができる 

 

• プラズマディスプレイ 

–ガラス板の間に注入した高圧ガスに高い電圧を
かけて発光させる 

–応答速度が速く，大型化も容易 



補助記憶装置 

 



補助記憶装置の代表例(1) 

• ハードディスク 

–磁性体を塗布した円盤を重ねた記憶媒体 

 

• CD 

–ディジタル情報を記録するための光ディスクの一種 

 

• DVD 

– CDよりはるかに大きい記憶容量を持つ光ディスク 



補助記憶装置の代表例(2) 

• Blu-ray Disc 

–青紫色半導体レーザーを使用する光ディスク 

 

• フラッシュメモリ 

–書換え可能で，電源を切ってもデータが消えない
半導体メモリ 

• DAT(Digital Audio Tape)  

–ディジタル音声データを録音する．磁気テープの
規格の一つ 





 


